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【論文】

はじめに

インバウンド穂先の行動とそパイル環境の課題

一盛関市内散策観光を例にー

細野 呂和〈北海商科大学高学部）

わが留においては少子化の進行や経済的格差の拡大にしたがい毘内観光の衰退が懸念さ

れる中、訪日外冨人観光客いわゆるインバウンドの増加による観光振興に期待が寄せちれ

ている。 2008年 1月接行の観光立国誰進基本法を受けて、同年 6月に政府は観光立国基

本計瞬奇策定し閣議決定を行った。その中の基本的な目標のひとつとして、訪日外関人旅

行者数を平成 22(2010）年までに 1,000万人にすることを上げていた。しかし、 2010年

8,611千人であり、外国人受入れの関際比較でほお位と閣議決定諮問犠に低迷

していた。初日年には東日本大濃災が発生し、その数はさらに蕃ち込む。しかし、

2012年には 8,358千人と震災前の数にほぼ問複し、 2013年には 10,364千人と、 3

ft.がら 1,000万人の自壊を達成した。 2014年も順調に増加し、 2013年の実績を超えるこ

とは確実である。また、2020年のオリンピック／パラリンピックの東京開催の決定を受け、

インバウンドに対する期待はさちに大きなものと会っている。

しかし、機外からの旅行客が日本で過ごすにあたり、わが国が潟外との詑較で突出して

遅れているモバイノレICT環境の問題が蕃揺されるようになってきた 1）。その現状と

盛岡市の場合を例に検討する。

ト目的

モバイノレICTの観光聞での活舟会検討した研究としては、小樽市穣光において仮想現実

技構（AR）の利用を検討した深田ら（2011）らの研究や北上JI!親水散策親光での活用

した締野（2013）の研究などがあるが、本研究は、それらの活用の前提となるインバウン

ドにとってのぞパイノレ通信のインフラに着目している。なぜなら、いかなる活用も通信そ

のものが不可能なら、さまざま活舟以前に利用すること弱体ができないからである。

わが爵の携帯電話は、2G（第2世代）の時点において、世界で唯一の具なる通信方式（PDC)

を採用しており、日本を訪れたインバウンドが持ち込んだ、携帯龍揺の和男は不可能だっ

誌の盟々では、世界共通の 2G通告方式で、ある GSMを採用していたために、インバウン

ドはローミングや現地の通信サーピスが利患できたことと比較し、日本において辻著しく

不便な環境におかれていた。しかし、観光振興においてインバウンドが占める比重が小さ

かった時点では、それが重大な問題として取り上げられることはなかった。

現在、携替電話サ｝ピスを捷供する器内の会社は 1社（KDDIau）を除~ 3Gに関しで

は世界共通の通信方式（W-CDMA)を、また 4Gは全社が共i爵の通告方式（LTE）を取ってい



る。こう ことから需題誌解消されるかに見えたが、実際に辻ブリベイド SI主主が普及し

ていないだけでなく、

されており

ピス提

されていない。そのため、スマートアオンが日者生

をはじめとする諸外国からのインバウンドにとっ

て、スマートブオンが使えないことが日本観光における切実な開題となっている。

ら、スマートブオンのデータ通信によるインターネット利用は持常で必要なだけでなく、

旅行や観光でこそ活臨するものだからである。

スマートフォンでのインターネット和男には、携帯寵話のデータ通信を介する方法と

Wi-Fiを介する方法の二通りがある。前者は前述の法的措潤やブリペイド SIMが普及して

いないというわが盟独特の事情があり早急な対応i主題難と考えられる。一方、 Wi-Fi

iこ普及している世界共通の規棒であり、行政や民間企業、任意団捧などさまざまな主体に

よるサーピス提供が可能である。そのため、時

多くの国々では、無料の公衆Wi-Fiが広く普及してい

インバウンドを送り出している

いわば基本的なインアラとなっ

ているが、わが国ではこの公衆Wi-Fiの普及も進んでいない。

インバウンドがスマートフォンで遇措ができず、観光構報だけでなく、インターネット

を介するあらゆる’措報を得ることができないという切実な問題の解法のためにも、公衆

Wi-Fiの整備法繁急な対策を必要とする問趨と在っている。ここでは、こうしたインバウ

ンドの観光行動を支える基本的な「おもてなし｛ホスピタリティ）Jの欠如とも蓄えるよそパ

イル環境の現状について考察する。以上の視点より、具体的に泣徒歩観光が展開する盛岡

市の公衆Wi-Fiの現状を現地調査より把擦し、課題を明らかにすることを目的としている。

II.調査方法

盛岡市民の足としてだけでなく、市の ポット され観光客の

ともなっている議開都心循環パス？でんでんむしj を利用し、

的な散策離党のノレートを再現しながら、沿線付近の観光スポットや拠点でWi-Fi

受信して公衆 Wi-Fiの実態を把握したれ移動経路はファンブァ社製 GPSロガーPocket

GPS Slで記録し、 Wi-FiのSSIDと Androidスマートブオンにインストーノレ

したアプリケーション”Wi-Fi Analyzer，，で、測定

れた。

2012年 8月23日に実蒐さ

斑．結果

調査で移動

GPSの軌跡と

1の地図に示す。これは、 Googleマツ

もので、三角印（.6.）は移動方向、

ントや移動の拠点えとどり番号である。

移動した経路を

｛＠、②など）は

以下にそれぞれのポイントにおける Wi-Fiの状態安ポす。ポイント名の後のカッコ内は、

灘定を開始したおよその時刻である。ほぼ丸一語の盛岡市内中心部の散策観光の再現とな

った。

器定される Wi-Fiの寵波の信号強度は絶えず変化しているも 号、以下の図

に恭している強度はあくまでも目安である。相対的な表現に在るが、 dBm結対植が大きな

信号は、通常、概定のタイミングに器ちずいつも大きな穫をポし、接続
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るが、絶対値が小さな信号はタイミングに盟つては測定できない可能

性もあり、また接続できても不安定なものとなる場合が多い。なお、測定の対象とした周

Wi・Fiの波数替は一般的な 2.4G豆z帯であ

盟 1格動程Eきと公知引千i諦査地J主

①関連議（10時35分〉

開運橋を調査の超点にした。関連機辻、盛岡駅から雛光スポットが多い中心

市街地へ捷歩で向かう場合、多くの人々が被るランドマーク的な携である。

ここで受告できる Wi・Fiの状譲を国 2に示すが、ここで接続できる公衆Wi・Fiは一つも

ない。図中上から 3番自の AppleNetwork adea15という SSIDは、アップplレ社の Wi-Fi

ノレータの初期設定と恵むれる。

②駅前ノ〈スターミナノレ付近（10時45分）

盛岡駅前のパスターミナル付近は、交通の拠点である。 JRの科用者、パスの利用者と

も移動の結節点として利用するエヲアであり、観光客が滞儲するところでもあるο ここで

法公衆Wi朝日の存在が確認されるが、いずれも会員のみが利用できるものである。

間 3から Wi・Fiの SSIDを確認すると、 NTT東日本が提供する公衆Wi・Fiであるアレ

ッツ・スポットの NT予SPOT、NTT東民本が貸し出している光スチーションこと Wi・Fi

／レータの OOOOFLETS“PORT品、 KDDI系の Wi2prerniurnが受信できる。し

強度は顎く安定した通信は間難と想定され、この地点での利用を想定したものではないと
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思われる。

フレッツ・スポットは会員でなければインターネットに

接続できない。光ステーションは、 NTT東日本の光ファイ

パに契約した店舗や公共施設に配布される Wi-Fiルータで、

さまざまな制限を付けて、一部インターネットが利用でき

るように設定されている場合があるが、一般に公開されて

いるものではない。 KDDI系の Wi2premiumは、認証を

必要としていないので、パスワードなどの入力が無くても

接続は可能だが、会員以外はインターネットの利用はでき

ない。非会員の Wi-Fi利用者にとっては、 Wi-Fiはつなが

ってしまうがインターネットは使えないという状態になる。

③盛岡駅新幹線北改札口付近（11時7分）

盛岡駅内に移動し、新幹線利用者の出入り口である新幹

線北改札口付近での WむFiの状態を図 4に示す。

図中一番上に「アドホック」と表記され SSIDが

SII-MX-310779のWi-Fiは、付近のモバイル機器から送信

されている電波である。もしもこの SSIDが接続可能な状

態にあったとしても、セキュリティ上の観点からは接続し

てはならないアクセスポイントである（この例では、一応

WEP認証化しているので通常は接続できない）占 SSIDが

mobilepoitとなっているものは、 YahooJapanすなわち

Softbank系のBBモバイルの公衆Wi-Fiである。もちろん、

会員でなければ接続できない。

④盛岡駅観光案内所前（11時 34分）

盛岡駅内 2階にある観光案内所「北東北観光センター」

は、盛岡のみならず北東北一円の旅の情報を案内する窓口

で、観光客はさまざまな情報を得られることが期待される。

ここで得られた情報の確認にインターネットが利用できれ

ば非常に便利だと思われる。

しかし、ここで確認できる公衆Wi-Fiの SSIDは、図 5

のように③で確認されたのと同じ会員制の mobilepointの

みである。

⑤盛岡城跡公園入り口付近（11時 34分）

盛岡駅前パスターミナルから盛岡都心循環パス「でんで

んむし」左回りに乗車し、盛岡城跡公園バス停で、下車する。

盛岡城跡公園は、城下町盛岡の代表的な観光スポットの一

つである。
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図2CD開運橋

図3R駅前パス9ーミナ

Jレ付近

図4R盛岡駅新幹綿北改

札口付近



城土止公園の入り口付近でWi-FiのSSIDを確認したの

が図 6である。公衆 Wi”Fiは、 SWSldayとFONが見

て取れる。 SWSldayはSoftbankが運営する公衆Wi-Fi

であり、有料だが 1日単位で誰でも利用できる。ただし、

ここの信号強度はきわめて弱い。また、 FONは世界規

模で展開している公衆Wi-Fiで、日本では FONの会員

だけでなく S＠：品.bankのスマートフォンユーザーも利用

できる。この信号も同様にきわめて弱く安定した通信は

期待できない。

⑥盛岡城跡公園内夕陽亭（11時 55分）

城祉公圏内には、公園を散策する人々が休憩できるあ

づま屋がいくつか設けられている。その一つ「夕陽亭」

でWi-Fiの状態を確認した。ここは一休みしながら観光

情報を検索するには最適の場所である。

その Wi-Fiの状態を示したのが図 7である。残念なが

ら、どこからかの漏れ電波と思われるきわめて弱し、信号

以外は確認できなかった。

⑦歴史文化会館入り口付近（12時 36分）

歴史文化会館は盛岡城跡公園に隣接した施設で、盛岡

の歴史や文化について展示し解説している。館内には喫

茶施設も備えており、散策観光の中継点ともなる場所で

ある。

この施設の入り口付近において受信できる Wi-Fiの

SSIDは図 8のとおりである。公衆Wi-Fiの SSIDは、

OOOlSoftbank、SWSlday、FONの3つが確認できる。

いずれも Softbank系だが、先に触れたように SWSlday

は日割り有料で誰でも利用でき、また FONはSoftbank

の契約者だけでなく世界中の FON会員が利用できる。

しかし、いずれも信号の強度は大変に弱く安定した通信

は困難と考えられる。

③プラザおで、って前（13時20分）

中津川を望む複合施設プラザ、おで、つては、 1階には物

産販売「産直夢街道」、また 2階には盛岡市観光文化交

流センター（MoriokaTourist Information Center）が

あり、観光情報・物産を提供している拠点である。 4階

には、盛岡観光コンペンション協会がある。

この施設の前でWi-FiのSSIDを確認したのが図 9で
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ある。いずれも付近の事業所などから掘れていると患

われる Wi'"Fiと思われ、公衆Wi-Fiの寵設は一件も確

えとい。

⑤もりおか啄木・賢治青春館前（13時 28分〉

もりおか啄木・賢治青春館は、盛岡で青春期の10年

を過ごした、岩手を仕表する文学者苓JI［啄木と宮沢賢

治を紹介する常設展示擁設である。明治 43(1910) 

年竣工のlf3第九十銀行の本j吉本館を改装したものであ

る。盛同市の体存建築物に指定されている。

ここの入ち口付近で受借できた SSIDは臨 10のと

りである。公衆 Wi-Fiは OOOFLETS欄 SPOTのみで

ある。もちろん一般に公開されているものではなく

も弱い。 Ginga-APは付近の事業所からの漏れ電波

と思われる。

。紺摩町番震前（14

もりおか啄木・ ノ持方面へ

屋は、 1891年盛岡沼窃よ組番躍として建てられ、その

後1913年消防組第四部事務所として改築したもので、

盛岡市の保存建造物に指定されている。現在の消防署

にあたり、六角形の望楼、いわゆる火の克やぐらが目

したSSIDの状態は図 11の通りで

あり、公衆Wi-Fiと判断できる霞波は受告できない。

⑬旧井弥頭店前（14時 27分）

上ノ橋町藷活指にあるi日弁祢商賠は、明治末期

舗として建てられた土蔵造りの鐙史的建物で、

盛間前の保存建造物に指定されている。

る公衆 Wi-Fiの SSIDは留 12のように、

FON_F豆EE_INTERNETのみであり、信号強度は弱

い。この Wi-Fiの常波は、 Softbankがスマートフォン

の契約者に対して無料で配容している無線ノレ…タから

り、 SSIDが FONのもと同様に、 Softbank

とFON しか利用できない。

⑫ 上 ノ (14持 55分）

ノ播のたもとにある盛開都心循環パス fでんでん

も

己持活

国！日昏もりおか昭木・



むし」左回りのバス停で、ある。このバス停の反対車線側奥

には観光パス専用の駐車場もある。観光客のパスの乗降場

所であり、循環パスを待つ観光客の滞留場所で、ある。

捉えられた公衆Wi-Fiは図 13のように、 Softbank系の

SWSldayとFON（表示画面の下隅に一部隠れてしまって

いる）のみである。どちらも信号が極めて弱い。なお、

auhome_a63XGB-Wという SSIDが確認できるが、これ

は KDDIが auのスマートフォン契約者に配布している

Wi-Fiルータからのものである。 KDDIのWi-Fiルータか

らの電波は、他の契約者も利用できる Softbankの

FON_FREE_INTERNETとは異なり、ルータを入手した 図11骨紺屋町吾屋前

au契約者本人しか利用できない。他の au契約者すら利用

できないため、公衆Wi-Fiの機能は持っていない。

⑬啄木新婚の家入口付近（15時25分）

上ノ橋バス停から盛岡都心循環パス「でんでんむしJ左

回りに再び乗車し、啄木新婚の家口バス停で、下車する。啄

木新婚の家は、幹線道路である中央通りから北東側に 1ブ

ロックほど入った住宅地にある。盛岡市の保存建築物であ

る。

受信できた Wi-Fiの SSIDは図 14のとおりであり、付

近の漏れ電波と思われる SSIDの信号強度が比較的強いが、

公衆Wi-Fiは受信できない。

⑭光原社中庭（15時 55分）

啄木新婚の家から徒歩で材木町の光原社へ向かう。光源

社は宮沢賢治の「注文の多い料理屋」の初版を出版したこ

とで有名であり、現在は工芸品などを販売している。敷地

奥の中庭では喫茶店や宮沢賢治関連の展示場も併設してい

る。

Wi-Fiの状態は図 15に示すが、⑬まで使用してきたスマ

ートフォンのバッテリーが限界になってきたために予備の

Androidタブレット PCで同じアプリケーションを使用し

て測定している。そのため、画面のレイアウトが異なる。

Wi-Fiの状態を見ると、比較的強い信号が受信できてい

るが公衆Wi-FiのSSIDではない。

この後盛岡駅へ戻り、盛岡市中心部の散策観光を再現した

Wi-Fi測定調査を終了した。なお、盛岡市、岩手県観光の

空の玄関口となっている花巻空港においても、 Wi-Fiの測

定を行ったので参考まで上げておく。
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＠詑巻空港保安検査場付近

口付近 岡 16のように、FreeSpotlとFreeSpot2という SSID

Em 16 母花巻空湾委理安鞭

査場付近

がとらえられている。どちらも認証化されておらず、空

港を利用する人たちが誰で、も利舟で、きる公衆Wi~Fi であ

る。（FreeSpot協議会の SSIDと似ているが、協議会の場

合はすべて大文字の＂ FREESPOT＇を用いており芝巻空港

のものとは異なる。）

FreeSpo訟の信号が強く、搭乗者が保安挨査場ヘ入る前

iこ時間待ちをするための椅子が霞かれている場所の近くに

アクセスポイントが設置されているものと思われる。

保安検査場を抜け、搭乗口待合盤の状態も確認、したが、

そこではWi-Fiの電波をとらえることはできなかった。

IV. r盛関親光コンペンシ現ン協愈j聴き取り

本調査においては、公益貯留法人盛岡観光コンペンション協会のご協力を演くとともに、

総務課ご祖当から務報発信やICTの利用における課題などのお話を伺った。以下に、護条

書きで提長を記す。聴、き取りは、 2012年 8月 22日に協会を訪問し実施した。

・盛岡市内の観光情報の発信の窓口は、盛爵叡内の北東北観光案内所と、「フ。ラザおで、つ

てJの盛時前観光文化交流センタ｝の 2ヶ所で、行っている。

・台湾でも放映されたドラマの影響で、手作り村や小岩井牧場の一本援などへは海外の間

体が結講いているが、市揚地には多くない。これからだと患う。

・シティホテルやピジネスホテルに辻Wi-Fiが入っていても、外菌人が好む民宿やカジュ

アルな宿泊施設には無い。

• Wi-Fiの問い合わせは多い。

－誰が Wi-Fiで膏報発信する役簡になるのか、部署やマンパワーが必要になる0

・7今日、中津川にサケが遡上していますj などの情報が出せるとよい。
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－看殺の案内は、更新や訂正があった場合に諺正が必要だが、臨機応変にはできないの

－さまざまな具体的な情報が続制りでなく、つないで、リンクしていることが必要だと日常

思う 0

・wレFiを活用する方法を悼分する担当がいない。

• Wi-Fiを活用した情報発信が良いものだとして、それを裾野に広がるようにどう伝えて

いくのがよいのかと思う。

v.考察

盛岡市内を散策観光した場合iこインバウンドなどの観光客が立ち止まるような主要観光

スポットなどで、公衆Wi-Fiが使えるかを確認したが、瞬査時点では有料サ…ピスおよび

無料のサ、酬岬 事実上皆無で、あることが現地調査から分かつ

まず、盛岡市や観光コンペンション協会など地域が運営している公衆Wi-Fiは帯在して

いない。しかし、民間の瀦借会社の公衆Wi-Fiのアクセスポイントが存在する可能性があ

るので、盛岡市の散策観光で利用できるものの確認を行ったが、調査時点では実用として

｛吏えるものは見つけることはできなかった。したがって、

が観光需報省？得るために利用できる公衆Wi-Fi

わらず存在しなかったと結論付けることができる。

この諜置からは、インバウンド

・非会員輔、有料・無料にかか

なお、 2013年 7月 22日付で、 f外国人観光客向けインターネット接続サーピスの展開

iこついてj という文書が東日本震信電話会社（以下 NTT東訪本）岩手支高からプレス発

されている 2)oNTT東吉本と盛両市が共同で・， Wi-Fiによる外麗人観光客向けインター

ネット接続サービスを展開していくというものである。利用するのは NTT東日本のブレ

ッツ党を使った公家Wi-Fiであるが、それを導入した店舗・事業所に貸与される無線ルー

タ f光ステーションj を利用して外国人議光客にインターネット接続サーピスを提棋しよ

うというものである。

民間の通信会社がそうしたす…ピスを行うのは好ましいことで、外国人がインター不ツ

トを利用できる諾舗や事業所が増えることは現状の改善である。しかし、今回の調査でも

明らかなように、たまたま光ブレッツを導入したj店舗や事業所が観光スポットの近くにあ

るわけでは牟く、また科期の想定は露外ではなく店舗などの鹿内で為るうえに、事業主が

無線ノレータの電源を入れているという保証もないため、実捺にインバウンドの観光場詣で

どれだけ役立つかははなはだ疑問である。例えば、学習塾内の Wi-Fiをどインバウンドが利

用するなど考えられるだろうか。ちなみに、 2012年 5丹に盛岡で開寵された東北大魂祭

の擦にも、NTT東日本より光ステ｝ションによる公衆Wi-Fiが自記に使えるとのアナウン

スがあったが、実際には予告された地点付近では SSIDを確認することができず、インタ

ットの接続はできなかった。その際は、一般ユーザーとしての利用を期待し試みたの

であり、今回の調査のようには詳細な薙認は行わなかったが、普通の装い方で捷用できな

いのであれば意味が無い。

また、プレス発表によれば、利用のためには外冨人観光客（日本人は対象外）は市内に

3ヶ所しかない配布場前へ赴いてパスワードを書いたカードを受け取らなければならない。

利用者の立場に立った、使いたい時に使える公衆 Wi-Fiからは程遠いと言わざるを得ず、

ホスピタリティから発懇された仕組みとは言えないだろう。

-9-



既存の通話会社との協力で公衆Wi圃Fiを行っている例としては、京都市 3）や揺関市心な

どがあるが、そうした先進地では過信会社のサービスに袈乗する形での協力ではなく、子容

が中心となって共開で独自の運用件制さ？とっている。こうした先行事例では、観光援輿と

いう目的にあむせた運用をしているのであり、大いに参考にすべきだろう。

盛期観光コンペンション協会によれ試、調査時点では、外国人親光客は自体旅行が多い

とのことで、あったが、やがて旅背形態が日T （傭人旅行〉化していくのが多くの観光地で

の流れである。また、地域観光援興のあり方としても、経済効果などを考慮し FITの増加

が求められるものである。城下町であり壁史と文化に恵まれた盛岡市の市街地散策観光を

個人組人の外国人議光客が、観光靖報得ることで満捜していただくように対策していくべ

きだろう。

盛掲の場合に限らず同様の方法で公衆Wi-Fiの問題に対処しようという訴が東北 5）や北

海道 6などに多く克られるが、 Wi-Fi問題の対処を通話会社の営業戦略め一環に頼るので

直接の問題解決に結びつかないだろう。地域としては、インバウンド観光目的のみな

らず将来を晃据えて’静報インフラ整備としての公衆Wi-Fiの整舗を急ぐべきだろう。 2020

年オリンピック／パラりンrックの東京誘致キャンベ…ンでは「お・も・て・な・しjが

たが、訪日外国人親光客が実際に使える公衆Wi-Fiを整備してこそ本来のホ

スピタヲティと言えるのでiまないだろうか。

＊この調査は、（財）東北開発研究所の自主研究の一環として行bれたものである。
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